
が強い染色性 (核及び細胞質)を示した｡しかし

ながら.抗ウシS-100βモノクローナル抗体に

対しては.ほとんど免疫反応性は示さなかった｡

このことからニホンザル下垂体前葉液胞一星状細

胞は,波退らの提唱する (AnalRec,supll191

993),いわゆるaタイプの細胞 (抗S-100a抗

体には強い免疫染色性を示すが,抗S-100β抗

体には弱い免疫染色性しか示さない細胞)である

事が判明した｡また,ニホンザル液胞一星状細胞

は免疫鞄色上従来の下垂体ホルモンは含有しない

が,S-100タンパクと同じくカルシウム結合タ

ンパ クの一種であるカルモジュリン, Non

NeuralEnolase(NNE)にも強い免疫染色性を

示した｡液胞一星状細胞は下垂体前葉の背側尾部

に特に出現頻度が高く.他の嘱乳動物の液胞一星

状細胞の場合と異なり小童中心部において

clustcrを形成する傾向は乏しく,他の前菜ホル

モン分泌細胞の間に散在性に存在し細胞どうLは

周B]に伸ばした細胞突起により互いに連絡してい

た｡またこの細胞突起はしばしば前菜ホルモン細

胞を取り囲んでいたが,これらの細胞はACTH
細胞やPRL細胞であることが隣接切片で確認さ

れた｡

自由:33

サル歯牙･歯周組織における細胞間マトリック

スの形成と分解に関する免疫組織化学的研究

浮田 隆･山口康昭･柳津孝彩

(東歯大 ･口腔超微構造)

基底膜は上皮と結合組織との境界に存在する細

胞間マトリックスで,細胞の形態保持の他に細胞

の増殖や分化にも関与していることが知られてい

る｡歯牙組織では,基底膜は発生時の内瑞郷上皮

と歯乳頭とを分界し,歯牙形成に重要な役割を担っ

ている｡我々はこの基底膜の構造と機能に関して,

従来の電子田微鏡による形態学的検索と併せて,

近年発達の著しい免疫電子顕微鏡を応用し,その

機能解明に努めてきた｡そして,サル歯肱基底膜

はヒトの組織に極めて良く似ていることから,基

底膜研究の素材としての有用性が示された｡その

成果は,本報告書等に断片的にではあるが報告し

てきた.今回はこれらの所見を整理すると共に,

二三の知見を新たに加えて基底膜の構造と粒能を

考察する｡

サル歯迩基底膜を電子朗微鏡で観察すると.明

層と暗層及びこれに付随する線維層が認められる.

この線維層はサルの材料で良く発達しており,歯

牙の発育に伴ってその畳を増加させる｡基底膜成

分であるⅣ型コラーゲンとラミテンの抗体で地色

すると,両反応産物は明層と暗眉に局在し.さら

に線維層にも禰慢性に反応産物の局在が認められ

る｡この所見は,線維層が基底膜と同じ成分によ

り構成されている可能性を示唆する｡そこで今回,

同じく基底膜成分であるへバラン硫酸プロiォグ

リカンとフィブロネクチン及び微細線維の成分と

されるアミロイドPの局在を検討した｡その結凪

へバラン硫酸プロテオグリカンはⅣ型コラーゲン

やラミニンと同様の局在を示した｡フィブロネク

チンは.発育端では染色されないが歯牙の発育に

伴って発現し,その程度を増した｡この場合.紘

維層にのみ反応産物は局在し,明層,暗層兆に陰

性を示すことが注意された｡一方.アミロイドP
の反応産物は基底膜及び線維層共に観察されなかっ

た｡以上より.歯旺基底膜に付随する線維眉は間

質結合組鰍 こ分布する微細線維とはその性状を只

にし,むしろ基底膜噌層と同じ性格を持つ特殊な

構造物であることがうかがえる｡そして,フィブ

ロネクチンと協同して歯牙形成.ことに象牙芽細

胞の分化に関与することが示唆きれる｡

自由:34
各種サル類リンパ球のB型肝炎ウイルスに対す

る反応性の研究

浦上雅史

(名古屋市大･医)

B型肝炎ウイルス (HBV)は,現在世界中に
2億人の感染者が存在すると考えられ,その治掠

法の確立が急務である｡しかし,このHBVはヒ
トとチンパンジーしか感染せず,適切な実験動物

がいないことから難航している｡一方.HBVは,
ニホンザルとアカゲザルには感染せず,ヒトとチ

ンパンジーには感染する｡その理由としてそれら

の霊長類のHBVに対する免疫反応の違いが考え
られる｡そこで.感染が成立するヒトとチンパン

ジーと,感弛しないニホンザルとアカゲザルのリ

ンパ球と.HBVの遺伝子配列を利用して作成し
た4種のchcmicalpeptide(cp-S,cp-C.cp･x.CP

-P)を反応させ,免疫反応の速いを検討した｡
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試料は,ニホンザル35匹.アカゲザル35匹.チ

ンパンジー5匹.ヒト10人を対象とした｡

これら対象の各坪露長和から血液を採決しリン

パ球を分離し.4秤のchomicnlpcptido(cp･S,

cp･C.cp･x.CP-P).と反応させ.その反応性を

mTJ定した.その結果.cp-S.cp･C.cp･xでは.

HBVに感弛しないニホンザル･アカゲザルと

HBVに感染するチンパンジー･ヒトの間に有意

封 土認めなかった｡しかし,cp･pに対しては.

HBVに感染しないニホンザル･アカゲザルと

HBVに感染するチンパンジー･ヒトの問に有意

丑を認めた (P<0.05).

Ⅰ柑Vの4種のchmicalpeptide申HBVの増殖

に関与していると考えられているpolymeraseに

特異的なchemicalpeptideに.HBVに感染する

チンパンジー ･ヒトは反応が弱いのに対し.

HBVに感染しないニホンザル･アカゲザルが強

く反応することは興味深い｡この結果がどの様な

忠味を持つのかは現時点では不明であるが,今後

さらに検討する必要があると思われた｡

自由:35

てんかんモデル,キンドリングにおけるニホン

ザルの行動の研究

日吉俊雄･天野浩一朗･工藤達也 ･三原忠紘･

八木和一･滴野呂- (国立療養所静岡東病院).

Juhn A.Wada (University of British

Columbia,Neuroscience)

ニホンザル2頭 (♯1:2歳6カ月,#2:3

鏡6カ月)に対し.ペントバルビタール麻酔下で
脳定位的に肩挑核.梅馬.中脳縞様体,帯状回に

深部電極を.皮質運動野に硬膜上電極をいずれも

両州性に留置し.2週間の回復期間を置いた後.

左‡引兆核を60Hz正弦波定電流で1日2[司1秒間

づっ初匝=こ求めた後発射誘発閲値で刺激した (辛

ンドリング)0

発作症状の発展は.①行動の停止.リップスマッ

キング,探索行動.②刺激側の顔面ちくできとそ

れに続く頭部の向反.③対mrJの顔面に始まり上下

肢へと拡がる-qu間代けいれん ④さらに同mIJ頗

両から上下肢を含み非対称な全般性間代けいれん

に至る4段階に笠現され.すでに報告されたアカ

ゲザルの場合と同書剃こ耶JI段階に至った後にも部

分起始性の発作特徴が明確な二次性全般化様態を

示し.光過敏性を持つセネガル産ヒヒとは異なっ

ていた (WElda,Mizoguchi& Osawa:1978;

Wada&Osawa:1976)｡各発作段階に至るのに

要した刺激回数は,#1:②83回.③143回 ;②

33回.③50【乱 ④89匝Ⅰであった (♯1は今なお刺

激を総統申)｡アカゲザルでは(訓 6-51,(卦111-

21Jl.④2011326回を要したと報告されており.今

B)のニホンザルの成Wlは#1ではアカゲザルと同

等であるが#2では著しく少ない刺激回数で二次

性全般化したことになる｡#2では89回,113回

目の刺激一発作後約1時間後にそれぞれ左.右一
側間代性の自発発作が日照され.llLI回目の刺激

1.5時間後に自発発作が脳波一行動記録された.

この発作は入眠桝に捕捉され.対側の肩挑核に発

作発射が自生し,ついで托醒してあたりを見回す

行動を示しつつ48秒間で維持する非けいれん性の

発作像を示していた｡

以上のように.1)ニホンザルではアカゲザル

と同様のキンドリング経過を示し.2)その進展

に要する刺激回数には大きな個体差があり,進展

の速い個体で白光発作が蚊察されたなどからてん

かんの発病における退伝性素因の関与が示唆され

3)対側扇挑核に二次てんかん原性焦点が形成さ

れ得ることが示された｡

資料:1

異物アルデヒド基の酸化を触媒する霊長類肝シ

トクロムP450アイソザイム (MALDO)の精

封と分子レベルにおける解析

岩脇康之･松永民秀･小村晶子 ･渡辺和人 ･山

木郁男 (北陸大 ･薬)

アカゲザル及びニホンザルの肝ミクロゾーム中

にもマウスやラットと同級 アルデヒド基をカル

ボン酸へと酸化する酢索の存在が認められた｡そ

の補酵素要求性を検討したところ,ll-oxo-△L

tetrahydrocannabinol(ll-oxo-△LTHC)を

基質とした場合.NAD及びNADPによってもか

なりの恨化活性が認められたoこのことは,アル

デヒド脱水紫彬紫などmicrosomalaldehyde

oxygenasc(M L̂DO)以外の群素の寄与が大き

いものと推定された.一九 9-anthraldehyde

(9-人A)を基質とした場合,NADPHでのみ

強い活性が認められたことから. P450を含む

MAI,DOが主にその酸化反応を触媒しているこ
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